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会 議 要 旨 録 
 

 会 議 名 令和８年度第１回三郷市立児童館運営協議会 

 開 催 日 時  令和８年８月２４日（月） １４時００分から１５時２０分 

 開 催 場 所  三郷市 健康福祉会館 ５階 ５０１・５０２会議室 

出席者氏名  

相澤会長、新田委員、牧野委員、堀委員、佐藤委員、木津委員、 

髙鹿委員、川口委員、小泉委員、宇田川委員、保志委員、杉原委員、 

染野委員、黒澤委員 

（欠席：榎本副会長） 

傍 聴 者 ０名 

指定管理者 
北児童館：三郷市社会福祉協議会 宮里施設課長、大口館長 
南児童センター、早稲田児童センター：（株）明日葉 堰塚エリアマネ
ージャー、川口アシスタントマネージャー、松村館長、安田館長 

事務局職員 
こども未来部：髙橋副部長、こども政策課：伊藤課長、こども政策係
豊田係長、野本主査、松村主任、稲原会計年度任用職員、インターン
生：遠藤 

会議次第 

１ 開  会 

２ 議  事 

１）令和７年度後期事業報告について 

２）令和７年度後期モニタリング評価について 

３ そ の 他 

４ 閉  会 

 会議資料 

 次第 

 資料１ 令和７年度後期事業報告書 

 資料２ 指定管理者に係る令和 7 年度事業報告書 

 資料３ 令和７年度後期モニタリング評価報告書 

 資料３別冊 令和７年度後期モニタリング評価報告書（詳細） 

 資料４-１ 事前質問一覧表（質問内容のみ） 

 「三郷市立児童館運営協議会委員名簿」 

 資料４-２ 事前質問一覧表（回答あり） 

 資料５ 主な後期事業報告 
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発 言 者 

 

議 題 ・ 発 言 ・ 結 果 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議長（会長） 

 

事 務 局 

 

 

 議長（会長） 

 

 

 

事  務  局 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

 

 

 

事  務  局 

各 館 長 

 

 

 議長（会長） 

 

１ 開 会 

 挨 拶（会長・髙橋こども未来部副部長） 

 令和 8年度 指定管理者・出席職員の紹介 

 

（会議成立の報告） 

本日の出席委員数は１５人中１４名、協議会規則 第６条 第３項の

定足数に達しており、会議が成立したことを報告します。 

 

議事の進行については、協議会規則第６条第１項の規定に基づき、 

議長の会長にお願いします。 

 

それでは、傍聴者の状況について、事務局から報告をお願いします。 

 

（傍聴者の報告） 

本日の傍聴希望者は、０名であることをご報告します。 

 

２ 議 事 

議事１）令和７年度後期事業報告書について、事務局よりお願いし

ます。 

 

議事１）について、北児童館・南児童センター・早稲田児童センタ

ーの順で、３館の館長より報告します。 

※ 「資料１ 令和７年度後期事業報告書」 

※ 「資料５ 主な後期事業報告（写真付きのもの）」につい

て説明 

 

どの児童館においても、工夫を凝らした魅力的な催しが多く実施さ

れており、大変良い取組であると感じました。次に進みます。 

議事１）について、事前質問が提出されています。 

質問は、「資料４-１ 事前質問一覧表」の１番から１２番ま

でとなります。こども政策課から回答をお願いします。 

 

※「資料４-１ 事前質問一覧表」の１番から１２番までに

ついて、こども政策課・各館長より回答（別紙 資料４－

２事前質問一覧表を参照） 

 
委員、よろしいでしょうか。 
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委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事  務  局 

 

 

各 館 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問が３つあります。 

一つ目、利用者人数を評価対象としており、利用者人数を算出して

いることから重要であることを理解しました。その上で外部との連

携を進めることで、利用者数の増加が期待できると感じました。そ

のため、各児童館や児童センターでも、周辺地域等の連携を拡大し、

利用につながる取組を進めてほしいと考えます。 

その際、周知方法として SNS の活用は理解していますが、閲覧者は

主に保護者であり、児童本人には直接届かないのではないか、保護

者から施設の利用を促すことは可能性として低いと思います。児童

への確実な周知のためには、小学校との地道な連携を継続すること

が重要と考えます。利用人数の増加に向けて、当該点について検討

ください。 

ニつ目、イートインスぺースの質問に対する回答で、各館が取り組

まれていることは理解しました。その利用人数はカウントに反映し

ていますか。スペースを活用した居場所提供により一定の利用者が

存在しているならば、当該人数をカウントに含めていないのは、事

業成果の把握という観点から課題であると考えます。参加者を０人

と表記するものがあるならば、参加人数を捉える上で改善の余地が

あると思います。 

三つ目、プレーパークについて、新たな制度（三郷市プレーパーク

認定制度）の説明がありましたが、『プレーパークみさと』という

団体名と制度名が類似しているため、区別が少し分かりにくいと感

じたので、その点をお伝えいたします。また、重複しますが、外部

との連携については、引き続き進めていただき、関係団体等への働

きかけについても、前向きに取り組んでいただければと考えます。 

 

一つ目・三つ目については、ご意見・ご要望として受け止め、今後

の検討の参考とさせていただきます。 

 

二つ目について回答します。 

北児童館：空き部屋の活用については、利用人数として報告してい

ますが、希望の郷交流センターの共有スペースは、４か月で月平均

１７０人程度の利用があり、現在は児童館利用者としてカウントし

ていません。今後カウントについて検討します。 

南児童センター：施設が狭いこともあり、図書室で宿題をしたり、

ボードゲームをしたり、会話を楽しむ等、事業としてカウントする

には課題があります。個室ではないため、声が聞こえるなど、集中

できるスペースはなく、隣接するコミュニティセンターの学習スペ

ースを活用し、児童館は遊びの場とするこどもが多い状況です。中

高生タイムにて、利用者数の把握に活かせる可能性があるため、今

後の利用者数の反映について検討します。 
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委 員 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

各 館 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議長（会長） 

 

 

 

 

青 少 年 課 

 

 議長（会長） 

 

 

 

 

 

早稲田児童センター：来館数のカウントのみで、事業として利用者

数のカウントはしていないため、今後検討していきます。 

 

人数の把握を目的としているわけではなく、事業の利用者数が「0

人」と表記されることで、事業の実態が十分に伝わらず、評価が低

く受け取られる可能性があると考えます。適切に反映されるよう検

討をお願します。 

 

月別利用者集計表の『団体利用』について、質問があります。現在

は全て 0人となっていますが、どのような団体が利用できる枠なの

でしょうか。過去に利用があった場合には、その団体の利用を促す

ことで、利用者数の増加につながる可能性があると考え質問しま

す。 

 

南児童センター：団体利用とは、部屋を占有して複数人が利用する

場合に集計しています。コロナ禍前によくあった利用としては、父

母サークルがありました。児童館の特性として、利用を楽しみに来

館したこども達が使えなくなってしまうため、通常利用に支障のな

い範囲で受付をしています。また、団体利用をされる場合は、イベ

ント時に手伝いをお願いする等、相互関係が生じるよう案内をして

います。ここ数年は利用がない状況です。 

早稲田児童センター：以前、放課後デイサービスの施設担当者から

依頼があり、利用人数が１０名以上で利用が可能であることを案内

しました。但し、１０名集まれば団体利用が可能と案内してしまう

と、南児童センター同様一般のこども達が使えない状態になってし

まうため、こどもフェスティバルなどのボランティア活動と併せて

案内をしましたが、利用に至らない状況で終わっています。 

 

それでは、最後に事前質問一覧表№１について、担当の事務局であ

る青少年課から説明があります。皆様よろしいでしょうか。 

 

[委員全員が承諾の上、青少年課 専門指導員が入室 ] 

 

「～親の学習講座について～」を説明 

 

今回、事前質問を提出したのには理由があります。私自身、ファシ

リテーターの一人として北公民館やイトーヨーカ堂において講座

を担当しており、参加される保護者の方々に児童館の利用状況につ

いて伺う機会があります。しかし、「行ったことがない」「場所がよ

く分からない」といった声を聞くことが多い状況です。 

説明にもありましたが、親同士の横のつながり、また同じ月齢のこ
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議長（会長） 

 

 

事  務  局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（会長） 

 

 

 

事  務  局 

各 館 長 

 

 

 

ども同士が集うことで刺激し合えるよい機会となります。児童館を

訪れた際、保護者同士の交流が少なく、親子で個別に過ごしている

姿を目にします。特に北児童館は国際色が豊かであり、子育てに関

する考え方や経験を共有できる場があれば、保護者の皆様にとって

有益な気づきにつながるのではないかと感じています。このことか

ら児童館の事業の一つとして、保護者同士の交流や学びの機会を設

けることについて、検討いただければと思い、今回の質問を提出し

ました。現在、親の学習講座を複数の会場で実施しており、イトー

ヨーカ堂での講座については、どなたでもご覧いただけます。これ

らの取組みを通じて、児童館事業への関心が高まり、参加につなが

ることを期待しています。 

 

[質問等がないことを確認し、青少年課 専門指導員が退室 ] 

[議題１）については、上記のほか特段意見なし] 

 

それでは、議事１）を終了します。 

 

次に議事２）、令和７年度後期モニタリング評価について、事務局

よりお願いします。 

 

市内に３ヶ所ある児童館・児童センターは指定管理者に施設管理の

権限を委任しています。南児童センターと早稲田児童センターの運

営は、令和７年度から株式会社明日葉が、北児童館は令和 4年度か

ら社会福祉法人三郷市社会福祉協議会がそれぞれ運営をしていま

す。このモニタリングは指定管理者が適正に児童館を管理運営し、

サービスを提供しているかどうかを現地で点検し、評価をするもの

です。 

 

※資料３令和７年度後期モニタリング評価報告書 

※資料３別冊令和７年度後期モニタリング評価報告書（詳細）

について説明 

 

議事２）につきまして、委員より事前質問が提出されています質問

は一覧表の 13 番から 15 番までにまとめてあります。回答のみをこ

ども政策課から順にお願いします。 

 

※「資料４-１ 事前質問一覧表」の 1３番から１５番までについて、 

こども政策課・各館長より回答（別紙 資料４－２事前質問一

覧表を参照） 
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委 員 

 

 

 

 議長（会長） 

 

 

 

事  務  局 

 

 

 

 

 

 議長（会長） 

 

事 務 局 

 

№１３・１４・１５の質問は、運営協議会の資料として扱うことが

適当と考えたため、意見として述べさせていただきました。 

[議題２）については、上記のほか特段意見なし] 

 

それでは、これをもちまして議事２)を終了します。 

本日の議事につきましては、全て終了しました。 

進行を事務局に返します。 

 

会長、進行ありがとうございました。 

それでは、次第３ その他について事務連絡をします。 

（１）㈱明日葉より他自治体で発生した職員の不祥事について報告 

（２）早稲田児童センターの大規模改修予定について報告 

（３）次回の会議日程について報告 

 

閉会挨拶（会長） 

 

４．閉会 
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じ
ま

す
）

こ
ど

も
政

策
課

前
回

会
議

で
も

お
伝

え
い

た
し

ま
し

た
が

、
本

市
の

指
定

管
理

者
導

入
施

設
に

つ
い

て
は

、
指

定
管

理
に

よ
る

公
の

施
設

の
適

正
な

管
理

運
営

を
確

保
す

る
た

め
に

市
及

び
指

定
管

理
者

が
点

検
・評

価
を

行
う

も
の

で
ご

ざ
い

ま
す

。
各

館
の

状
況

や
運

営
に

係
る

事
項

に
つ

き
ま

し
て

は
、

引
き

続
き

、
定

期
的

に
開

催
し

て
い

る
館

長
会

議
な

ど
に

お
け

る
情

報
共

有
の

際
に

実
施

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
な

お
、

児
童

館
は

、
児

童
の

健
全

育
成

に
総

合
的

な
機

能
を

有
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
お

り
、

利
用

人
数

の
み

が
運

営
評

価
を

す
る

基
準

で
は

な
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
利

用
人

数
は

一
定

の
指

標
と

し
て

参
考

と
な

る
も

の
と

認
識

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

指
定

管
理

者
と

連
携

し
、

状
況

把
握

の
た

め
に

活
用

し
て

ま
い

り
ま

す
。

北
児

童
館

令
和

６
年

度
と

令
和

７
年

度
の

北
児

童
館

利
用

者
数

を
比

較
し

た
と

こ
ろ

、
未

就
学

児
が

2.
0
％

増
、

小
学

生
が

12
.0

％
減

、
中

学
生

が
1
0
.8

％
増

、
高

校
生

が
7
5.

7
％

増
、

大
人

が
3.

3％
増

と
な

り
、

全
体

で
は

前
年

度
比

2.
6
％

の
減

少
と

な
り

ま
し

た
。

利
用

者
全

体
の

約
4割

を
占

め
る

小
学

生
の

減
少

が
影

響
し

て
い

ま
す

。
利

用
者

減
少

の
一

因
と

し
て

、
児

童
の

特
性

に
応

じ
た

放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
増

加
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
引

き
続

き
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
な

ど
を

活
用

し
、

小
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
事

業
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

南
児

童
セ

ン
タ

ー

前
年

度
と

比
較

し
て

小
中

学
生

の
利

用
者

が
減

少
し

て
い

る
要

因
と

し
て

は
近

隣
小

学
校

の
P
T

A
が

解
散

し
、

小
学

生
の

ま
と

ま
っ

た
参

加
が

あ
っ

た
P
T

A
主

催
の

イ
ベ

ン
ト

参
加

が
な

く
な

っ
た

こ
と

、
近

隣
中

学
校

の
生

徒
数

の
減

少
に

よ
る

影
響

、
児

童
・
生

徒
・保

護
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
か

ら
高

学
年

に
な

る
に

つ
れ

て
部

活
動

や
習

い
事

の
時

間
が

増
加

し
て

来
館

す
る

時
間

が
減

少
す

る
こ

と
、

当
施

設
と

近
隣

小
学

校
２

校
の

間
に

は
大

き
な

道
路

が
通

っ
て

い
る

た
め

、
低

学
年

が
単

独
で

来
館

す
る

こ
と

が
難

し
い

こ
と

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

早
稲

田
児

童
セ

ン
タ

ー
前

年
度

と
比

較
し

て
近

隣
小

中
学

校
の

児
童

数
の

減
少

と
部

活
動

や
習

い
事

な
ど

の
増

加
に

よ
り

、
来

館
減

少
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

6
1

あ
わ

せ
て

、
こ

れ
を

踏
ま

え
て

各
館

に
対

し
て

「こ
ど

も
政

策
課

が
行

っ
た

対
応

」に
つ

い
て

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（指

定
管

理
者

が
で

き
る

こ
と

と
施

設
設

置
者

が
で

き
る

こ
と

は
異

な
り

ま
す

。
契

約
書

に
ど

の
よ

う
に

記
載

さ
れ

て
い

る
か

も
含

め
て

、
教

え
て

く
だ

さ
い

）
こ

ど
も

政
策

課

〇
こ

ど
も

政
策

課
の

対
応

児
童

館
3館

の
平

均
利

用
者

数
は

、
前

年
比

は
9
9.

2
％

と
微

減
し

て
お

り
ま

す
。

他
方

、
市

内
全

体
の

年
少

人
口

に
目

を
向

け
ま

す
と

、
対

前
年

比
98

.1
％

と
1.

9
％

減
少

し
て

お
り

、
児

童
館

利
用

者
数

よ
り

も
減

少
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
利

用
者

数
に

限
っ

て
申

し
上

げ
ま

す
と

、
こ

ど
も

の
人

口
減

少
分

を
踏

ま
え

る
必

要
が

あ
る

も
の

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
令

和
6年

度
か

ら
令

和
7年

度
に

か
け

て
、

年
少

人
口

が
1
.9

％
減

少
し

て
い

る
の

に
対

し
、

児
童

館
の

利
用

者
減

少
率

は
0
.8

％
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
人

口
減

少
率

を
下

回
る

水
準

で
利

用
が

維
持

さ
れ

て
お

り
、

年
少

人
口

に
対

す
る

利
用

者
数

の
比

較
で

は
増

加
し

て
い

る
と

い
っ

た
見

方
が

で
き

る
も

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

現
在

、
こ

ど
も

政
策

課
と

い
た

し
ま

て
は

、
三

郷
市

立
小

・
中

学
校

長
連

絡
協

議
会

を
通

じ
た

生
徒

児
童

へ
の

児
童

館
案

内
や

S
N

S
で

の
情

報
発

信
を

行
っ

て
お

り
ま

す
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

児
童

館
の

魅
力

発
信

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

〇
協

定
書

の
記

載
内

容
協

定
書

内
に

は
、

「利
用

者
が

減
っ

た
」
こ

と
に

対
す

る
直

接
的

な
対

策
や

方
法

、
ま

た
は

そ
れ

に
関

す
る

記
載

は
あ

り
ま

せ
ん

。
関

連
す

る
項

目
は

、
以

下
の

よ
う

な
間

接
的

な
規

定
に

と
ど

ま
っ

て
い

ま
す

。

・（
第

3
3条

）業
務

実
施

状
況

の
確

認
と

改
善

勧
告

： 
市

が
業

務
実

施
状

況
を

確
認

し
、

条
件

を
満

た
し

て
い

な
い

場
合

に
改

善
を

勧
告

す
る

規
定

は
あ

り
ま

す
が

、
利

用
者

数
減

少
へ

の
具

体
的

対
策

に
関

す
る

記
載

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

・（
第

5
7条

）協
議

条
項

： 
本

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

や
疑

義
が

生
じ

た
場

合
は

、
市

と
指

定
管

理
者

の
協

議
で

定
め

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

ま
す

。

北
児

童
館

イ
ベ

ン
ト
内

容
の

見
直

し
を

行
い

、
新

た
な

事
業

を
企

画
・
実

施
す

る
と

と
も

に
、

こ
ど

も
た

ち
に

人
気

の
高

い
プ

ラ
板

づ
く

り
や

、
希

望
の

郷
交

流
セ

ン
タ

ー
の

多
目

的
室

を
活

用
し

た
卓

球
な

ど
、

体
を

動
か

し
て

遊
べ

る
機

会
を

増
や

し
ま

し
た

。
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
等

に
よ

り
、

4～
7
月

の
1
日

平
均

利
用

者
数

は
前

年
度

の
69

.8
人

か
ら

令
和

８
年

度
は

72
.9

人
へ

増
加

し
、

延
利

用
者

数
は

前
年

度
か

ら
3
6
8人

増
加

し
て

い
ま

す
。

南
児

童
セ

ン
タ

ー

広
報

活
動

の
場

を
増

や
し

ま
し

た
。

新
規

の
乳

幼
児

向
け

イ
ベ

ン
ト
の

周
知

と
し

て
市

の
４

か
月

健
診

で
の

チ
ラ

シ
配

布
、

商
業

施
設

で
の

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
を

し
対

象
者

に
向

け
て

の
周

知
を

行
い

ま
し

た
。

地
域

意
見

交
換

会
の

つ
な

が
り

か
ら

、
町

会
で

の
チ

ラ
シ

の
回

覧
、

近
隣

小
学

校
の

保
護

者
向

け
L
IN

E
配

信
で

イ
ベ

ン
ト
周

知
を

行
い

、
こ

れ
ま

で
当

施
設

の
活

動
を

支
え

て
い

た
だ

い
て

い
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
方

に
も

ご
協

力
い

た
だ

き
、

他
の

活
動

場
所

で
P
R
を

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ま
た

、
近

隣
中

学
校

と
話

し
合

い
、

連
携

し
て

出
来

る
こ

と
が

な
い

か
検

討
し

て
お

り
ま

す
。

早
稲

田
児

童
セ

ン
タ

ー

利
用

者
を

増
や

し
て

い
く

た
め

の
1
つ

の
策

と
し

て
、

歌
や

リ
ト
ミ

ッ
ク

を
専

門
と

し
て

い
る

提
携

業
者

に
よ

る
フ

ァ
ミ

リ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
を

実
施

し
、

早
稲

田
児

童
セ

ン
タ

ー
を

利
用

し
た

こ
と

の
な

い
方

へ
の

周
知

を
試

み
ま

し
た

。
12

0
名

の
方

の
参

加
が

あ
り

、
初

め
て

来
館

さ
れ

た
方

に
も

児
童

セ
ン

タ
ー

を
知

っ
て

い
た

だ
く

機
会

と
な

り
ま

し
た

。
着

ぐ
る

み
も

登
場

し
た

た
め

、
こ

ど
も

た
ち

か
ら

は
大

変
好

評
で

し
た

。
小

中
高

生
に

は
先

日
い

た
だ

い
た

ア
ン

ケ
ー

ト
を

反
映

さ
せ

、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
な

ど
、

こ
ど

も
た

ち
か

ら
の

希
望

が
あ

っ
た

ボ
ー

ル
を

購
入

を
し

ま
し

た
。

体
育

室
を

活
用

で
き

る
事

業
を

含
め

、
ア

ン
ケ

ー
ト
内

容
を

反
映

し
、

利
用

者
の

増
加

に
繋

げ
て

ま
い

り
ま

す
。

5
1

前
年

度
か

ら
利

用
者

が
減

っ
て

い
る

こ
と

が
気

に
な

り
ま

す
。

各
館

考
え

ら
れ

る
理

由
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。

7
1

R
７

年
度

、
全

体
の

年
間

平
均

利
用

者
数

は
北

７
２

人
、

南
７

５
人

、
早

稲
田

１
０

２
人

と
な

っ
て

い
ま

す
。

こ
こ

か
ら

利
用

者
を

増
や

し
て

い
く

た
め

に
前

回
会

議
以

降
に

行
っ

た
こ

と
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

資
料
４
－
２

1
　
/　

2



N
O

.
資

料
N

O
.

ご
意

見
・
ご

提
言

・
ご

質
問

内
容

担
当

回
答

資
料
４
－
２

8
1

文
化

セ
ン

タ
ー

、
公

民
館

等
と

比
較

し
、

利
用

者
数

の
増

加
を

考
え

る
と

、
児

童
館

は
「プ

ロ
グ

ラ
ム

」が
優

位
点

だ
と

思
わ

れ
ま

す
。

現
在

、
指

定
管

理
契

約
上

、
各

種
行

わ
れ

る
「プ

ロ
グ

ラ
ム

」は
ど

の
よ

う
な

記
載

に
な

っ
て

い
る

の
か

こ
ど

も
政

策
課

か
ら

示
し

て
く

だ
さ

い
。

（た
だ

「プ
ロ

グ
ラ

ム
や

れ
」や

「人
数

増
や

せ
」と

言
い

続
け

る
だ

け
で

は
、

評
価

は
で

き
ま

せ
ん

。
ど

の
よ

う
な

契
約

の
も

と
で

こ
の

「
結

果
」に

な
っ

て
い

る
の

か
を

評
価

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

）

こ
ど

も
政

策
課

児
童

館
で

実
施

す
る

事
業

（プ
ロ

グ
ラ

ム
）に

つ
き

ま
し

て
は

、
主

に
指

定
管

理
者

が
事

業
計

画
を

提
案

し
、

本
協

議
会

の
審

議
を

経
て

実
施

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
ま

す
。

指
定

管
理

者
選

定
に

あ
た

っ
て

の
条

件
と

し
て

、
事

業
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

よ
う

な
取

り
決

め
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ア

 条
例

等
で

定
め

る
事

業
イ

 事
業

計
画

書
及

び
自

主
事

業
計

画
書

で
提

案
し

た
事

業
で

実
施

に
つ

い
て

市
と

合
意

し
た

事
業

ウ
 児

童
セ

ン
タ

ー
の

主
な

事
業

。
ま

た
、

児
童

館
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

即
し

た
新

規
事

業
に

も
取

組
む

こ
と

。
エ

次
に

掲
げ

る
事

業
　

　
①

 毎
月

、
原

則
１

７
時

以
降

の
中

高
生

向
け

の
居

場
所

づ
く

り
事

業
　

　
②

 年
３

回
以

上
の

移
動

児
童

館
事

業
　

　
③

 食
育

の
た

め
の

料
理

教
室

事
業

　
　

④
 子

ど
も

の
意

見
表

明
に

関
す

る
事

業
オ

 地
域

子
育

て
支

援
拠

点
事

業
（
つ

ど
い

の
広

場
）を

児
童

館
と

一
体

的
に

実
施

す
る

こ
と

。

北
児

童
館

北
児

童
館

で
は

、
日

頃
の

利
用

状
況

や
利

用
者

と
職

員
と

の
関

わ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
等

を
通

じ
て

児
童

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

児
童

の
健

全
育

成
を

図
る

観
点

か
ら

、
児

童
が

主
体

的
に

参
加

し
、

楽
し

み
な

が
ら

成
長

で
き

る
事

業
の

実
施

に
努

め
て

い
ま

す
。

ま
た

、
北

児
童

館
の

あ
る

希
望

の
郷

交
流

セ
ン

タ
ー

は
、

児
童

か
ら

高
齢

者
ま

で
様

々
な

世
代

が
利

用
す

る
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
多

世
代

交
流

の
促

進
や

地
域

と
の

つ
な

が
り

づ
く

り
を

目
的

と
し

て
、

児
童

と
高

齢
者

が
一

緒
に

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

を
楽

し
む

体
験

会
や

、
地

元
老

人
ク

ラ
ブ

の
方

か
ら

昔
な

が
ら

の
遊

び
を

教
わ

る
交

流
会

、
敬

老
の

日
に

ち
な

ん
だ

交
流

イ
ベ

ン
ト
な

ど
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

こ
れ

ら
の

事
業

は
、

他
の

事
業

と
比

較
す

る
と

参
加

人
数

は
少

な
い

も
の

の
、

交
流

機
会

の
創

出
や

相
互

理
解

の
促

進
に

つ
な

が
る

事
業

と
し

て
、

今
後

も
内

容
の

充
実

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

南
児

童
セ

ン
タ

ー

事
業

（プ
ロ

グ
ラ

ム
）に

関
し

て
は

、
一

度
実

施
し

て
参

加
者

が
少

な
か

っ
た

場
合

、
そ

の
事

業
自

体
の

魅
力

が
な

か
っ

た
と

い
う

理
由

以
外

に
、

天
候

や
学

校
行

事
、

P
R
不

足
な

ど
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
弊

社
と

し
て

は
、

今
年

度
が

指
定

管
理

２
年

目
と

な
り

ま
す

の
で

、
今

後
の

実
施

状
況

を
踏

ま
え

て
内

容
の

ア
ッ

プ
グ

レ
ー

ド
や

P
R
強

化
な

ど
を

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
弊

社
独

自
の

事
業

と
し

て
、

体
操

の
講

師
に

よ
る

取
組

、
子

育
て

関
連

講
座

な
ど

の
実

施
も

毎
年

予
定

し
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
ら

に
関

し
て

は
別

の
事

業
に

置
き

換
え

る
と

い
う

形
で

は
な

く
、

改
善

を
図

り
な

が
ら

参
加

者
増

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
考

え
て

お
り

ま
す

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

お
は

な
し

会
な

ど
、

参
加

人
数

が
少

な
い

場
合

で
あ

っ
て

も
、

事
業

を
楽

し
み

に
来

館
さ

れ
て

い
る

方
も

い
ま

す
。

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
活

動
の

場
と

し
て

長
く

続
け

て
い

る
も

の
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
参

加
人

数
の

み
に

囚
わ

れ
す

、
、

こ
ど

も
達

の
意

見
を

反
映

し
て

行
っ

て
い

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。

早
稲

田
児

童
セ

ン
タ

ー

10
人

を
下

回
る

事
業

と
し

て
、

星
の

子
委

員
会

が
あ

り
ま

す
が

、
こ

ち
ら

は
今

年
度

通
年

の
委

員
会

で
は

な
く

児
童

セ
ン

タ
ー

最
大

の
イ

ベ
ン

ト
で

あ
る

キ
ッ

ズ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
お

手
伝

い
と

し
て

の
募

集
に

切
り

替
え

て
い

ま
す

。
そ

の
他

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
と

の
つ

な
が

り
で

実
施

し
て

い
る

事
業

に
つ

い
て

は
、

そ
の

事
業

を
楽

し
み

に
来

館
し

て
い

る
利

用
者

様
も

い
る

こ
と

か
ら

、
つ

な
が

り
を

継
続

す
る

た
め

に
も

、
引

続
き

実
施

を
考

え
て

い
お

り
ま

す
。

北
児

童
館

北
児

童
館

は
集

会
室

、
遊

戯
室

、
図

書
室

の
３

部
屋

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
希

望
の

郷
交

流
セ

ン
タ

ー
全

体
が

児
童

か
ら

高
齢

者
ま

で
利

用
す

る
複

合
施

設
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
中

高
生

の
学

習
環

境
の

充
実

を
図

る
た

め
、

１
階

交
流

ス
ペ

ー
ス

や
多

目
的

ス
ペ

ー
ス

を
自

習
場

所
と

し
て

提
供

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
長

期
休

暇
中

に
は

、
２

階
の

会
議

室
、

多
目

的
室

、
音

楽
室

等
の

有
料

施
設

に
つ

い
て

、
利

用
申

し
込

み
の

な
い

午
前

、
午

後
の

時
間

帯
を

有
効

活
用

し
、

自
習

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
提

供
し

て
い

ま
す

。

南
児

童
セ

ン
タ

ー

当
施

設
に

は
図

書
室

が
あ

り
小

学
生

が
宿

題
を

す
る

場
に

も
な

っ
て

い
ま

す
。

月
・木

・金
は

図
書

室
で

つ
ど

い
の

広
場

を
開

催
し

て
お

り
、

個
室

で
は

な
い

た
め

、
周

り
で

遊
ん

で
い

る
声

が
聞

こ
え

る
な

ど
、

静
か

な
環

境
で

学
習

で
き

る
ス

ペ
ー

ス
の

長
時

間
確

保
が

難
し

い
状

況
で

す
。

学
習

環
境

に
つ

い
て

は
隣

接
す

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

の
図

書
室

や
夏

休
み

の
学

習
ス

ペ
ー

ス
解

放
が

あ
る

の
で

そ
こ

を
利

用
し

て
い

る
子

が
い

ま
す

。
中

高
生

タ
イ

ム
時

に
、

図
書

室
が

勉
強

の
た

め
に

利
用

が
出

来
る

こ
と

を
よ

り
周

知
し

て
い

き
ま

す
。

早
稲

田
児

童
セ

ン
タ

ー
遊

び
を

目
的

で
来

館
す

る
児

童
が

大
多

数
で

す
が

、
勉

強
や

読
書

な
ど

落
ち

着
い

て
取

り
組

み
た

い
児

童
向

け
に

図
書

室
を

開
放

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

中
高

生
タ

イ
ム

の
時

間
で

あ
れ

ば
、

勉
強

等
の

目
的

を
も

っ
て

集
中

で
き

る
環

境
を

整
え

て
お

り
ま

す
。

1
1

1
前

回
、

近
隣

幼
保

園
、

小
中

学
校

に
P
R
の

協
力

依
頼

に
関

し
て

質
問

を
し

ま
し

た
。

そ
の

後
な

に
か

具
体

的
に

行
っ

た
こ

と
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

そ
の

た
め

に
こ

ど
も

政
策

課
が

な
に

か
調

整
作

業
を

行
っ

た
か

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（P

R
を

う
ま

く
す

る
と

、
イ

ー
ト
イ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

中
高

生
を

児
童

館
利

用
者

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

）
こ

ど
も

政
策

課

・令
和

８
年

３
月

に
児

童
館

利
用

案
内

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

市
内

の
小

中
学

校
の

全
児

童
・生

徒
に

対
し

配
付

し
て

お
り

ま
す

。
・S

N
S（

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
）に

お
い

て
、

児
童

館
に

係
る

取
り

組
み

の
紹

介
や

児
童

館
SN

S投
稿

の
再

投
稿

を
行

う
な

ど
、

周
知

拡
散

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
・そ

の
ほ

か
、

市
広

報
紙

へ
の

事
業

掲
載

、
ま

た
、

こ
ど

も
家

庭
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
、

に
こ

に
こ

応
援

ガ
イ

ド
や

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
児

童
館

の
情

報
掲

載
な

ど
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

。

1
2

1

・前
回

、
こ

ど
も

政
策

課
内

の
施

策
と

の
連

携
（広

報
媒

体
の

共
有

、
プ

レ
ー

パ
ー

ク
み

さ
と

と
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
連

携
な

ど
）
に

つ
い

て
質

問
・
ご

提
案

を
し

ま
し

た
。

そ
の

後
、

な
に

か
実

現
し

た
も

の
が

あ
れ

ば
教

え
て

く
だ

さ
い

。
（前

回
会

議
の

後
、

プ
レ

ー
パ

ー
ク

み
さ

と
の

主
催

者
は

市
内

幼
稚

園
と

連
携

し
た

事
業

を
行

っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
事

業
連

携
の

余
地

が
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
）

こ
ど

も
政

策
課

令
和

８
年

４
月

か
ら

南
児

童
セ

ン
タ

ー
園

庭
で

の
プ

レ
ー

パ
ー

ク
開

催
に

つ
い

て
、

プ
レ

ー
パ

ー
ク

み
さ

と
様

や
指

定
管

理
者

と
協

議
・調

整
を

進
め

て
ま

い
り

ま
し

た
が

、
指

定
管

理
者

か
ら

開
催

に
際

し
、

安
全

面
・衛

生
面

な
ど

に
つ

い
て

課
題

の
提

起
が

あ
っ

た
と

こ
ろ

で
ご

ざ
い

ま
す

。
児

童
館

に
お

け
る

プ
レ

ー
パ

ー
ク

の
開

催
に

つ
き

ま
し

て
は

、
令

和
７

年
６

月
の

児
童

館
館

長
会

議
に

お
き

ま
し

て
、

こ
ど

も
政

策
課

か
ら

児
童

館
事

業
へ

の
組

み
入

れ
に

つ
い

て
検

討
を

依
頼

し
た

経
緯

も
ご

ざ
い

ま
す

の
で

、
引

き
続

き
関

係
者

と
課

題
解

決
に

向
け

て
協

議
・調

整
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
な

お
、

本
市

で
は

令
和

８
年

８
月

か
ら

こ
ど

も
の

居
場

所
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
た

め
、

プ
レ

ー
パ

ー
ク

に
関

す
る

新
た

な
制

度
を

開
始

し
た

と
こ

ろ
で

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

官
民

連
携

に
よ

る
プ

レ
ー

パ
ー

ク
事

業
の

推
進

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

1
3

2
北

児
童

館
の

資
料

が
な

い
の

は
な

ぜ
か

。
こ

ど
も

政
策

課

北
児

童
館

は
、

希
望

の
郷

交
流

セ
ン

タ
ー

内
に

設
置

さ
れ

て
い

る
た

め
、

同
セ

ン
タ

ー
と

一
括

し
て

指
定

管
理

者
を

指
定

し
て

お
り

、
事

業
報

告
書

に
つ

き
ま

し
て

は
、

同
セ

ン
タ

ー
を

所
管

す
る

市
民

活
動

支
援

課
に

一
体

的
に

提
出

さ
れ

て
い

る
状

況
で

ご
ざ

い
ま

す
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
北

児
童

館
の

事
業

内
容

に
つ

き
ま

し
て

は
、

資
料

１
に

す
べ

て
記

載
さ

せ
て

い
た

だ
い

て
お

り
、

ま
た

、
事

業
収

支
に

つ
き

ま
し

て
は

、
同

セ
ン

タ
ー

と
一

体
で

管
理

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

北
児

童
館

分
を

単
独

で
抽

出
す

る
こ

と
が

困
難

な
た

め
、

資
料

２
へ

の
記

載
は

行
っ

て
い

な
い

状
況

で
ご

ざ
い

ま
す

。

北
児

童
館

例
年

、
利

用
者

か
ら

類
似

の
ご

意
見

を
い

た
だ

い
て

お
り

、
報

告
書

で
は

記
載

を
割

愛
し

て
お

り
ま

し
た

。
事

業
ご

と
に

ア
ン

ケ
ー

ト
は

実
施

し
て

お
り

、
参

加
者

か
ら

は
「楽

し
か

っ
た

」
「ま

た
参

加
し

た
い

」
「良

い
経

験
が

で
き

た
」
と

い
っ

た
感

想
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
ま

た
、

児
童

館
の

利
用

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

「い
つ

も
楽

し
く

利
用

し
て

い
る

」「
き

れ
い

で
利

用
し

や
す

い
」「

イ
ベ

ン
ト
は

午
前

中
だ

と
あ

り
が

た
い

」「
お

も
ち

ゃ
の

種
類

や
数

量
が

増
え

る
と

も
っ

と
良

い
」
な

ど
の

ご
意

見
が

寄
せ

ら
れ

て
お

り
、

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
て

事
業

の
実

施
日

時
や

玩
具

の
選

定
に

反
映

し
て

お
り

ま
す

。
今

後
は

、
主

な
ご

意
見

に
つ

い
て

も
報

告
書

に
記

載
す

る
よ

う
改

善
し

て
ま

い
り

ま
す

。

南
児

童
セ

ン
タ

ー
3館

共
通

の
こ

ど
も

向
け

、
大

人
向

け
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

常
時

記
入

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
ボ

ッ
ク

ス
を

設
置

し
、

投
函

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

し
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
ま

で
、

割
愛

し
て

お
り

ま
し

た
が

、
小

学
生

か
ら

の
遊

具
や

玩
具

の
設

置
希

望
が

多
い

状
況

で
す

。
今

後
は

、
主

な
ご

意
見

に
つ

い
て

も
報

告
書

に
記

載
す

る
よ

う
改

善
し

て
ま

い
り

ま
す

。

9
1

利
用

者
人

数
を

増
や

す
だ

け
な

ら
「参

加
者

数
が

多
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

回
数

を
増

や
し

、
参

加
者

数
が

少
な

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
減

ら
し

て
い

く
」
と

い
う

こ
と

を
繰

り
返

し
、

そ
の

作
業

の
中

で
新

た
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

年
間

い
く

つ
か

考
案

し
、

参
加

者
の

多
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

を
増

や
し

て
い

く
サ

イ
ク

ル
を

作
る

こ
と

が
必

要
だ

と
思

わ
れ

ま
す

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

に
対

す
る

各
館

の
考

え
方

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

「ど
う

し
て

も
必

要
だ

と
思

わ
れ

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
参

加
者

が
少

な
く

と
も

続
け

る
べ

き
」と

い
う

考
え

方
も

理
解

が
で

き
ま

す
し

、
当

然
継

続
す

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
も

し
、

そ
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

な
ら

、
な

ぜ
そ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
必

要
だ

と
考

え
て

い
る

か
、

理
由

を
示

し
て

く
だ

さ
い

。
（職

員
が

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
わ

る
こ

と
を

前
提

と
す

れ
ば

、
平

均
参

加
者

が
10

人
を

下
回

る
も

の
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

運
営

す
る

に
は

効
果

が
薄

い
と

感
じ

ら
れ

ま
す

。
旅

行
事

業
に

お
け

る
「
最

少
催

行
人

員
」
が

こ
れ

に
当

た
り

ま
す

。
利

用
者

数
が

K
P
Iな

の
で

あ
れ

ば
、

運
営

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

効
果

的
に

変
え

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

）

ど
の

館
も

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

主
な

意
見

が
な

い
と

い
う

の
は

ど
う

い
う

こ
と

か
。

そ
も

そ
も

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
る

努
力

を
し

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
か

。
改

善
の

た
め

に
最

も
重

要
な

基
準

と
な

る
べ

き
ア

ン
ケ

ー
ト
が

取
ら

れ
て

い
な

い
理

由
は

何
か

？

1
0

1
市

内
ス

ー
パ

ー
な

ど
を

見
る

と
、

イ
ー

ト
イ

ン
ス

ペ
ー

ス
で

勉
強

す
る

中
高

生
を

多
く

見
か

け
ま

す
。

特
に

夏
休

み
に

入
り

そ
の

傾
向

を
強

く
感

じ
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
状

況
を

踏
ま

え
て

、
各

館
で

対
応

で
き

そ
う

な
こ

と
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。

1
4

3
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N
O

.
資

料
N

O
.

ご
意

見
・
ご

提
言

・
ご

質
問

内
容

担
当

回
答

資
料
４
－
２

早
稲

田
児

童
セ

ン
タ

ー

3館
共

通
の

こ
ど

も
向

け
、

大
人

向
け

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

常
時

記
入

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

ア
ン

ケ
ー

ト
ボ

ッ
ク

ス
を

設
置

し
、

投
函

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

し
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
ま

で
、

割
愛

し
て

お
り

ま
し

た
が

、
小

学
生

か
ら

の
遊

具
や

玩
具

の
設

置
希

望
が

多
い

状
況

で
す

。
今

後
は

、
主

な
ご

意
見

に
つ

い
て

も
報

告
書

に
記

載
す

る
よ

う
改

善
し

て
ま

い
り

ま
す

。

1
5

3別
冊

一
般

的
に

考
え

て
「情

報
管

理
」に

関
す

る
評

価
点

の
う

ち
、

「情
報

公
開

の
取

組
」
に

関
し

て
な

ん
の

記
載

も
な

い
ま

ま
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
み

で
「優

れ
て

い
る

」と
評

価
し

て
い

る
が

、
情

報
公

開
の

取
組

に
つ

い
て

も
同

様
な

評
価

な
の

か
？

（評
価

項
目

が
「情

報
」と

い
う

言
葉

に
ご

ま
か

さ
れ

、
本

来
の

情
報

公
開

が
行

わ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
感

じ
る

）
こ

ど
も

政
策

課

ご
質

問
の

項
目

は
、

「指
定

管
理

業
務

を
行

う
に

あ
た

っ
て

保
有

す
る

文
書

の
閲

覧
等

の
請

求
が

あ
っ

た
と

き
は

、
そ

の
情

報
の

公
開

に
努

め
て

い
る

か
。

」と
い

う
趣

旨
で

の
項

目
で

あ
り

、
事

業
の

情
報

等
を

積
極

的
に

公
開

し
て

い
く

取
組

み
の

評
価

項
目

で
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

。
令

和
7年

度
は

情
報

公
開

請
求

が
無

か
っ

た
た

め
、

個
人

情
報

を
適

切
に

管
理

し
て

い
る

か
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

た
評

価
点

と
備

考
内

容
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

今
回

の
ご

質
問

に
つ

き
ま

し
て

は
、

指
定

管
理

者
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
要

領
を

所
管

し
て

い
る

、
企

画
政

策
課

へ
情

報
共

有
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

ど
の

館
も

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

主
な

意
見

が
な

い
と

い
う

の
は

ど
う

い
う

こ
と

か
。

そ
も

そ
も

、
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
る

努
力

を
し

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
か

。
改

善
の

た
め

に
最

も
重

要
な

基
準

と
な

る
べ

き
ア

ン
ケ

ー
ト
が

取
ら

れ
て

い
な

い
理

由
は

何
か

？
1
4
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